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発掘調査箇所

調査詰所

が



の自然流路（河川跡）が確認できています。これらの自然流路から中世～

近世の陶磁器が出土しているので中世以降は埋没したものと推測が出来

ます。今後の調査で、これらの自然流路の形成・埋没過程と廃絶時期を明

らかにしていくことが課題の一つになります。	
 

さて、亀塚遺跡で主体となる時期は弥生時代後期から古墳時代前期です。

過去に行った調査地点に近接しているため、多量の弥生土器や古墳時代の

土器が出土すると予想していました。しかし、側溝やトレンチを現地表面

から約 1.5ｍ掘っても、当該時期の遺物包含層（堆積層）が発見されず、

遺構やまとまった遺物は発見されていません。これについては、調査区全

体が前述した自然流路によって削られ、当該時期の堆積層が流出したため

と推測しています。	
 

■地元説明会の開催	
 

地元説明会を 2016 年 12 月 17 日（土）、午前 11：00 より開催いたしま

す。なお、十分な駐車場はご用意できませんので、公共交通機関や自転車・

徒歩にてお越しください。小雨決行となります。どうぞ、ご近所の皆様と

御誘い合せてのご来場をお待ちしております。	
 

	
 	
 

■調査区全景(北から撮影)	
 ※白線が掘削前の遺構	
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